
埼
玉
・
岡
部
条
里
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
埼
玉
県
大
里
郡
岡
部
町
普
済
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）

一
月
１
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
中
村
倉
司

・
黒
坂
禎
二

・
福
田
　
聖

・
橋
本
充
史

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

岡
部
条
里
遺
跡
は
、
岡
部
町
の
北
部
に
位
置
し
、
北
側
を
流
れ
る
利
根
川
の

乱
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防
上
を
中
心
と
し
て
広
が
っ
て
い
る
。
西

側

一
。
二
ｈ
に
は
古
代
榛
沢
郡

衡
正
倉
と
推
定
さ
れ
る
中
宿
遺

跡
が
あ
る
。

遺
跡
の
発
掘
調
査
は
福
川
の

河
川
改
修
に
伴

っ
て
実
施
さ
れ
、

谷

古
墳
時
代
後
期
と
奈
良

・
平
安

深

時
代
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と

識

が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

古
代
に
つ
い
て
は
条
里
制
水

田
の
存
在
が
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
調
査
に
よ
っ
て
平
安
時
代
末
期
の

天
仁
元
年

（
一
一
〇
八
）
の
浅
間
山
の
噴
火
に
伴
う
火
山
灰
に
覆
わ
れ
た
水
田

跡
を
検
出
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
区
か
ら
は
水
田
跡
と
ほ
ぼ
同
時
期
か
、
そ
れ
以
前

と
考
え
ら
れ
る
館
と
推
定
さ
れ
る
遺
構
を
検
出
し
た
。

木
簡
が
出
土
し
た
Ｃ
区
か
ら
は
入
世
紀
中
葉
か
ら
後
業
の
竪
穴
住
居
跡
六
棟

と
溝
二
条
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
調
査
区
を
東
西
に
横
断
す
る
幅

一
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
の
三
号
溝
か
ら
出
土
し
た
。

三
号
溝
の
覆
土
は
焼
土

。
灰
と
八
世
紀
中
葉
の
上
器
片
が
混
在
す
る
上
層
と

流
木
以
外
に
遺
物
を
含
ま
な
い
下
層
に
分
か
れ
、
木
簡
は
下
層
の
溝
壁
面
に
貼

り
付
い
た
状
態
で
出
土
し
た
。
出
土
状
況
か
ら
木
簡
の
年
代
は
人
世
紀
中
葉
以

前
で
、
調
査
区
外
か
ら
流
れ
て
き
た
可
能
性
が
高
い
。

上
層
の
土
師
器

・
須
恵
器
に
も

「
下
」
「
口
」
「汁
」
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
る

も
の
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ａ

じ

×

含

じ

×

∞
　

ｏ
雷

上
下
端
い
両
側
端
を
欠
失
す
る
。
左
側
と
裏
面
に

一
部
工
具
に
よ
り
切
削
さ

れ
た
痕
跡
が
残
る
。
「
大
」
の

一
文
字
と
右
側
の

一
行
が
肉
限
で
確
認
で
き
る
。

（福
田
　
聖
）

(1)

大目
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